
循環資源の再使用・再生利用等の取組紹介　vol.4

三
和
産
業
株
式
会
社

三和産業株式会社は、お客様の最新ニーズにお応えすべく、経験から得たノウハウと豊富なデータを活用し新製品の開発を行
っております。今日、建設資材で使用される製品は、多種多様に変化しています。その変化のスピードに挑戦すべく、当社はコン
クリートに関する技術を結集し、様 な々新素材との適合性を図った製品を市場に提案しています。また、様 な々環境破壊、環境汚
染が問題となる今日、リサイクル製品を筆頭に、人と自然の共生に貢献でき、より安全で快適、より高品質で安価な製品を社会
に提供し、企業として社会的な使命を果たしていく所存であります。皆様の一層のご支援をお願い申し上げます。

三和産業株式会社
住所：滋賀県湖南市菩提寺2071-3　TEL：0748-74-1330　FAX：0748-74-1691
HP：http://www.sanwa-shiga.co.jp/　
業種：コンクリート2次製品製造業

代表取締役　桒名  宏幸 さん
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、持
続
可
能
な
社
会
に
貢
献
す
べ
く
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９

９
２
年
よ
り
業
界
に
先
駆
け
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水
汚
泥
溶
融
ス
ラ

グ
を
粗
骨
材
と
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サ
イ
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た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
二
次
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・
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販
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の
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近
年
、２
０
５
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年
カ
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ボ
ン
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ュ
ー
ト
ラ
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が
宣

言
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、C
O
2
排
出
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事
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者
の
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と
さ
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ま
し
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。我
々
は
、C
O
2

を
排
出
し
た
責
任
を
負
い
、

回
収
す
る
新
た
な
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務
と

脱
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け
重
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な
役
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を
果
た
し
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く

た
め
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。

滋賀県のごみ減量・資源化の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845
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【「
C
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収
型
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リ
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説
明
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コ
ン
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C
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収
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う
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カ
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す
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C
O
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収
し
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に
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中
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業
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下
水
汚
泥
焼
却
灰
を
利

用
し
ま
す
。こ
の
技
術
に

よ
り
、従
来
の
も
の
よ
り

５
％
以
上
多
く
の
C
O
2

を
吸
収
・
固
定
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、当
社
は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
性
質
を
上
手

く
利
用
す
る
こ
と
で
、「
コ
ス
ト
を
か
け
ず
、早
期
に

簡
単
に
」取
り
組
め
る
技
術
開
発
を
行
う
こ
と
を

重
視
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
C
O
2
吸
収
型
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
活
躍
す
る
日
も
間
近

と
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

当
社
は
、持
続
可
能
な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ「
12
・

作
る
責
任
・
使
う
責
任
」を
果
た
し
、次
の
3
つ
の
貢

献
に
努
力
致
し
ま
す
。

①
資
源
の
有
効
利
用
と
ク
リ
ー
ン
な
技
術
に
よ
り

　

持
続
可
能
な
社
会
を
形
成
致
し
ま
す

②
脱
炭
素
に
向
け
、環
境
上
の
悪
影
響
を
軽
減
し

　

持
続
可
能
な
都
市
を
促
進
致
し
ま
す

③
こ
の
技
術
に
よ
り
脱
炭
素
と
共
に
、気
候
変
動
に

　

も
大
き
な
貢
献
致
し
ま
す


